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コ ン be ウ シ ジ ミ の 生 活 史 


Life history of Ussuriana michaelis OBERTHUR 1n Korea 


Yoo-HANG SHIN 


筆者 は 1962 年 10 月 21 日 , 線 国 京 鍛 道 抱 川 郭 ある 中 央 林業 試験 場 光 陵 支場 の 苗 園 附近 で チョ ウ セ ン ア カン ジ 
、 の 採卵 を 目的 に トネリコ の 幹 を 調査 中 , それ と は 別種 と 思わ れる ゼ フ ィ ル ス 1 種 の 卵 を 発見 し た . と れ を 屋外 で 
越冬 させ た 後 , 1963 年 トネリコ の 若葉 で 飼育 羽化 させ た と と ろ , コン ゴウ シジミ Ussuriana michaelis OBERTHUR 
で ある と と が 判明 し た . その 後 は 再び 本 種 の 採卵 た 恵まれ な い が , いま だ に 本 種 の 生活 史 は 明らか に され て いな い 
の で , その 飼育 経過 お よび 観察 し た と と を 甚だ 不 完全 で は ある が 参考 の 為 に 発表 する 次 第 で ある ・ 

な お , 本 文 の 発表 に 先 だ ち 色々 御 教 示 下 さっ た 安松 京 三 教 授 お よび 白水 隆 教授 に 厚く 御礼 申し 上 げ る ・ 

















1. 成虫 の 習性 と 棲息 地 CHabit of mago & Habitat) 





本 種 成虫 の 光 陵 で の 出現 期 は 6 月 末 か ら 8 月 初め で 年 1 回 の 発生 で ある . 飛翔 は 活 潤 で な く , 野外 で 目撃 する と 
と は 非常 に まれ で ある . 採集 され る 場所 は 食 樹 が 比較 的 多い 光 陵 支場 苗 附 近 で ある が 個体 数 は 少な い - 


II. 食 樹 (Food plant) 


筆者 の 確か め 得 た 食 樹 は コウ リョ ウト ネリ コ Fraxinus 
densata NAKAI と チョ ウ セ ント ネリ コ Fraxinus rhyncho- 
phylla HANcE の 2 種 で ある . 


III. 卵 (Egg) (Fig. 1) 


筆者 が 採卵 し た 食 樹 は 5 6 年 生 の トネリコ で , 樹高 は 地 
上 2 m 以内 で ある . 産卵 部 位 は 食 樹 の 幹 の 鍼 曲 部 ある い は 
亀裂 部 で , 1 て 数 個 づ つ 産 放さ れ て いた . 

トト 卵 は 灰白色 , まん じ ゆ う 型 , 上 面 中 央 の 精 孔 部 は へ と ん で 
Fig. 1 コン ゴウ シジミ の 卵 CEgg of Us- お り , 卵殻 面 は 全面 に 隆起 し た 綱目 が ある . 側面 より 見 れ ば 























UND NA) 横 隆 起 よ り 継 隆起 が 強い . 大 き さ は 直径 0.62 mm, 高 さ は 





0.4mm 内 外 で ある . 
IV. 幼虫 (Larva) (Fig. 2) 


台 化 し た 初 令 幼 虫 は 頭 部 は 黒色 , 前 胞 硬 皮 板 は 黒褐色 , 胸 脚 は 黒色 . 信 初 の 体長 は 1.2mm, 令 末 に は 29mm 
内 外 と な る . 初 令 幼 虫 期間 は 6 日 前 後 . 

2 全 幼 虫 は 乳 黄色 , 背 線 上 に は 縦 の 条 斑 が あり , 亜 背 線 両側 に は 斜 紋 が ある 気 門 線 上 に は 不 規則 な 斑紋 が ある ・ 

終 合 幼虫 の 令 末 体長 は 17.5~24.5 mm。 頭 部 は 小さ く 横 店 1.3 mm, 全面 黒色 , 中 疑 線 と 前 頭 妖 線 の み は 灰 色 . 
半面 か ら 見 た 胴 部 概 形 は 椿 円 形 , 基線 は 側面 に 突出 し , 腹部 第 2 ・3 節 の 横 貼 が 最も 広く 7mm 内 外 . 第 + 胸 人 
は 半 円 形 で 局 平 。 各 節 の 基線 は 円 弧状 , 節 の 境界 は 総 れ , 第 6 腹 節 よ り 後 方 は 再び 与 平 と な る ・ 側 箇 か ら 見 た 胴 部 
の 高き は 後半 比べ れ ば 前 半 が 高い . 各 節 は 後 縁 が や や 高い . 最も 高い 節 は 腹部 第 3 節 で 5 mm 内 外 . 腸 部 背面 
は 一面 直径 0.04 mm 内 外 の 釧 形 黒褐色 の 閣 忠 を 密 布 し て いる が 肉眼 で は 黒点 と し て 見 える ・ 猫 起 か ら 生じ た 微 
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Fig.2 コン ゴウ シジミ 終 令 幼虫 (Final isntar larva of Ussuriana michaelis) 
A: 側面 (Lateral view) B : 背面 (Dorsal view) 





モ も は 0.04mm 内 外 , 肉眼 で は 見 えな い . と れ ら の 微 毛 は 背 線 近傍 で 黒褐色 で ある が , 側 方 に 下る に し た が っ て 次 
第 に 淡色 と な り 基 線 近 づい て 無色 と な る 基線 上 に は 無色 の 長毛 が 疎 生 し て 居り , 長い も の は 0.75 mm に 達 す 
る ・ 第 7 腹 節 に は 長 さ 2mm の 横 潮 が あり その 周辺 に は 微小 殴 起 が ある . と の 交 忠 を 背面 か ら 見 る と 黒褐色 の 外 
連 が ある ・ 胴 部 背面 は 黒褐色 . 背 線 は 黒褐色 で 第 2 胸 節 か ら 腹部 第 3 人 節 ま で は 鮮明 で ある が , 腹部 第 4 ・5 節 で は 
後 緑 の み に 認め られ , それ 以後 の 節 で は 不明 瞭 . 背 線 両側 は 淡 褐 色 , 亜 背 の 斜 紋 は 褐色 。 左右 矢 紋 問 の 地 色 は 淡 神 
色 で ある が 斜 紋 の 外側 は と くに 濃い 黒褐色 で ふち 取ら れ , 斜 紋 か ら 側 方 基線 まで は 淡 褐色 で ある . 腹部 第 4 ・5 節 
の 斜 紋 は 他 節 の も の より 色彩 が うす い . 気 門 は 光沢 の ある 黒 
色 , 腹部 は 乳白 色 . 胸 胸 は 黒褐色 . 終 令 幼虫 期間 は 13 日 内 外 . 





















































Y. 正 (Pupa) (Fig. 3) 


前 刺 期 間 は 1.5 日 内 外 . 皿 の 体長 は 11.5~12.5 mm. 胸部 
横 由 4~4.7 mm, 胸部 の 高 さ ( 胸 背 隆起 部 ) 4~4.7 mm, 腹 
部 横 市 (第 3 節 附近 ) 6~6.6 mm, 腹部 の 高き 4.7 つ 5.0 mm 
内 外 . 帳 の 地 色 は 黄 褐 色 , 背面 か ら 見 た 全面 に 不 規則 な 黒褐色 
暗 点 を 散布 し て お る が , と くに 胸部 が 密 で ある . 背 線 部 に は 背 0 0 0 
面 中 央 を 縦走 する 嗜 条 が ある が , 第 2 ・8 ・4 ・5 腹 節 は や や < A 0 B 






































不明 瞭 . 側面 か ら 見 る と 黒褐色 暑 上 点 は 背面 か ら 側 方 に 下る に つ 
れ て 次 第 に 少く な る . 前 次 縁 は 黒褐色 で 腹面 は 淡 黄 褐色 , 喧 点 FIg.・3 コン ゴウ シジミ の 螺 (Pupa of 
1 Se a Ussuriana michaelis) 

の 散布 は 少な い . 気 門 は 茶褐色 , 眼 部 は 黒色 . 遇 期 間 は 183 日 科 CD i 
内 外 . B : 側面 て Lateral view) 
Summary 


Ussuriana michaelis OBERTHUR is one of the most rare butterflies in Kwangnung, Korea and its life 
history has been unrecorded, The author had an opportunity to take some eggs of this butterflies 
at the end of October, 1962 and bread the larvae from them in Seoul. The food plants are Fraxinus 
densata NAKAI and Fraxinus rhynchophylla HANCE. The egg is laid singly or several eggs are laid 
in a group on the stem of the food plant. 
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